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陽性のものは1例あったが，子宮癌の既往があり，他

に2項目以上の陽性例はなかった。ワッセルマン反応

は，57例全例陰性であった。

　問診により，リウマチ性疾患の既往を有するものは

4例あったが，CRP，　RA，　ASL－Oは，いずれ

も陰性であった。

　今回の95症例の臨床検査の結果においては，本症の

全身的背景を示す要因はみいだされなかった。

演題14．自家移植歯の歯冠補綴処置について
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る。

　今後も，更に追跡調査をしていきたいと思っていま

す。

演題15進行性筋ジストロフィー症患者の咬合に関す

　　　る研究
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　未完成智歯自家移植は，生着率が高く，臨床的に広

く応用されている。このような移植歯の咬合状態に注

目し，長期にわたって追跡調査したところ，必ずしも

予期した咬合を営んでいない症例が，かなりの割合で

認められた。そこで，歯冠補綴を行い咬合の改善を試

み，今回，咬合圧，咬合局面，歯周組織について補綴

前後の比較を行った。補綴後に，咬合圧が増加した症

例は，10例中9例にみられた。とくに低位歯に補綴処

置を行った症例では，最大で39．5kg，平均でも25．7kg

の増加をみた。咬合局面では，平均の接触面積は14．24

mm2となり，歯冠補綴により，対合関係は回復され

た。歯周組織については，X線写真により，歯根膜腔

と歯槽硬線の状態を調べた。その結果，歯冠補綴に関

連して，移植歯の骨植状態を障害している症例はみら

れなかった。

　結　論

　咬合圧は，移植歯の歯冠補綴処置により，健常永久

歯歯冠補綴処置咬合圧の54％の値を示し咬合圧は回復

された。

　咬合局面は，移植歯の歯冠補綴処置後に増加し，対

合関係は回復した。歯冠補綴を行う際には，移植歯の

歯周組織に与える咬合負担を可及的に少なくしようと

いう生物学的観点から，頬舌側の咬合面形態を小さく

し，かつ，対合歯とは，点接触になるよう考慮した。

　移植歯の歯冠補綴を行う時期は，臨床的には歯髄反

応が陽転する，6ないし8ヵ月位から可能と思われ

岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座

　進行性筋ジストロフィー症患者に対して，1968年以

降，厚生省は心身障害研究の一環として，　「進行性筋

ジストロフィー症の成因と治療に関する臨床的研究」

を進めている。

　私たちは本症の歯学的研究において，協同研究を分

担する機会を得た。今回は，歯列咬合の視診および印

象採得，パノラマX線写真，頭部X線規格写真，さら

に咬筋筋電図を採得した。本報では，歯科矯正学の立

場から，進行性筋ジストロフィー症の実態を把握する

ため検討を加えたのでその一部を述べる，

　病型分類ではDuchenne型86．2％，肢帯型9、8％，

顔面・肩甲・上腕型および遠位型がそれぞれ2．0％で

あった。男女の割合は約9：1で，Duchenne型男子

が82．3％と最も多かった。Duchenne型の発病年令は

大部分が6才までに発病し，中でも3才時頃の患者が

最も多く，他の病型は10才以上の発病であった。

　運動機能障害度からみると，1型（動揺性歩行）の

ものは，35．3％，0型（歩行不能）は64．7％であり，

障害程度7（上肢の動作やや困難）の患者が多かった。

発病年令との関係では，6才までに発病した患者が大

半で，これらの多くはH型に属していた。6才以後の

発病患者は，現在年令の高いものでほとんど1型であ

った。

　おもな不正咬合の割合は，Open　bite　41．2％，　Cross

bite　47．1％，　Spaced　arch　41．2％，　Crowding　27．5

％であった。Open　biteは前歯部臼歯部におよぶもの

が半数であり，Cross　biteは臼歯部のものが％を占め

ていた。機能障害度との関係では，H型の患者がすべ

ての不正咬合群でそれぞれ大多数を占めていた。中で

もOpen　biteは8割以上であった。

　頭部X線規格写真および口腔模型での形態分析は，
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Duchenne型の男子40名について行った。顎顔面頭蓋

の内部構造の解析では，とくに下顎骨の形態異常によ

る開咬のpaUernが認められた。また，口腔模型から

は歯列弓巾径が大きく，とくに下顎大臼歯部の側方開

大が認められる一方歯列弓長径は短縮していた。この

ような分析所見は，臼歯部cross　biteの臨床的所見を
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裏付けていた。かかる本症群での形態的異常は，この

種疾患の特徴と思われるが，その成因については，咀

噌筋群や舌の機能異常などが，かかわりあっているよ

うに思え，同時期に採得している機能分析と今後関係

づけてみたいと思う。


